































ガス漏れ検出システムの計測装置を Fig. 1 に，そ
の構成を Fig.2 に示す.この漏れ検出システムは高精
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Fig. 3 Principle chart of田町aInetwork filter 
3.2 ニューラルネットワークフィルターの構造
Fig.4 にニューラルネットワークの構成を示す.
これは入力層のユニットが 30 個， 中間層のユニット
が 10 個， 出力層のユニットが 1 個からなる 3 層の階
層型ニューラルネットワークである.




により行い rrns 誤差が 0.002 以下になった時点で
学習を終了させる.結合係数，しきい値の学習は式
( 1 )で計算される.
rms = ~~主(日i) ヱ
式(1)において Yj はニューラルネットワーク
出力2 を示す.また d j は実観測データであり， N 
は学習データ数である.
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Time (0.125 msfunit) 














Time (0.125 msfunit ) 






かる. 次に，フィルターリングの分散値 σ は式
(2) のように表される.ここで， X j はニューラルネ
ットワークフィルターによる観測値から推定される
時系列データ ffix はその時系列データの平均値， N 
はデータ数である.
11~/.. _, 2 (2) 。=、l下「主i(Xt-mx)
背景ノイズに対しては，フィルターリング前の分散
値は 9092.367 であったが，フィルターリング後は
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2919.681 となり，一方漏洩音に対しては，フィル
























Fig.8 Structure of valve 












隔は 0.125ms，データ数は 1024 である.ポンプがス
タート 5 分後にサンプリングが始まる.サンプリン
グは連続で 100 サンプル採取する.この 100 サンプル
対して Fig.2 に示さるニューラルネットワークフィル
ターを使って学習を行う.このときの学習誤差は試
行回数 8000 のとき 0.01 で、あった. 次に，空気漏
れ音の検出実験を行なう.実験は Fig.8 に示すバルブ
装置に1. 5聞の亀裂があるゴムパッキンを入れた後に，
ポンプを始動する 空気圧は， O.IMPa から 0.5MPa ま
で変えられる. O. 1 附a ， 0 .3 附a， 0 .5MPa と別々に連
続で 100 サンプルを取り，式 (2) により分散系列を計
算する.フィルターリング前に，背景騒音サンプル，
背景騒音中に O. lMPa 漏れ音を含む場合， 0.3MPa 漏れ
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Fig.9 Covariance series before filtering 













Fig.l0 Covariance series after filtering 
(for different pressures) 
-69-




の 4 つの状況での分散系列を求めると Fig.IO が得ら
れる. Fig.9 と異なり， Fig.IO から漏れ音は明らかに
判別されることが分かる. Fig. IO の音響サンプルの























Sound level of al samples 
Condition Sound 1巴vel (db) 
0.1 MPa 63.1 
0.2 MPa 74.3 
0.3 MPa 77.5 
0.4 MPa 83.2 
0.5 MPa 89.8 
Pump noise 74.1 
Table 1 から漏れ音と背景ノイズのレベルの比
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(2) 
次に，パッキンの亀裂の長さの違う O. 5阻， 1. 0皿，
1.5mm の場合について実験を行なった.このときの空
気圧は 0.5MPa であった.フィルターリング前におい





(for different cracks) 
